
地方生物学の 方向

細 見 彬 文
①フアウナとフロラ i  も、また日本全国多くのローカル地域におレても、アマ
以前カかhら私にはある積のd心L心、配があつたO それは、兵庫 |  チユアによるこの種の仕事lは工非常に多L、ものだろうし、

県生物学会に限らず、地方方宇の生生- 物学同好会iに二、今一つの l  また H録f作乍りはアマチユアの一つの特権でもあるのであ
非発展的状態カ白おとず
なのである O 地方同好会の内でも全全- 閑まれに見る組織を i 物学の理論を作り上げてL 、く上で、とれほとど、の(価而値を持
持つた1呉王庫県生物学会から、地方のごく小さなグループ | つものなのか私は疑問なのであるコたしかに、私も軟体
にレたるまで、行きつまり状態は来てL 、る様である。 I 動物に関するL、くつかの目録を作った経験はあるが、生
私はこの原因かなにによるものであるか、そうして、 i 物学の理論形成の上でどれほとの役割をはたすものか阿
どの道力、将来発展をもたらすものである治、を分析検討し l 分自身もわからなし、でL、たし、今でも理解しにく L、ので
てみる必要があると考えたのである。 i ある。 Fauna 作りにとりカ竹、る上で、はっきりした目
もち市首、中心として論じられるのは兵庫県生物学会で l 的を持って仕事をなす人達はごく少し、ょうである c 実を

あるつ L7う.L. ミのことは、日本全国の地方生物同好会 | 云えば、私も目的を持ってしなかった。強L、てL 、えは他
に共通した問題を含んでL、る。全国のアマチュアが今一 | 人のまねごとでもあり、ささやかな名誉欲の満足でしか
度、問分達の立場を考えて、より有意義な研究をなすた |  なかったようであるο だから Fauna がて、き上ってみて
めの一つの考え方を提案するもので、問題は県内だけに |  も、それを使ってさらに一歩前進するような気の利L、た
とと、まるものではなレっ私の真のねらL 、はそこにある。 I 仕事がそこから生れてこなカーったのも無理はなレ。
だ治省らL、くぶんの別届I j も作って多くの人達に意見を聞き Faunaや Floraの完成を目指 L てし、る地方のアマチュ
たし、と考えてし、る。 I アの多くカ a無目的にそれらを完成させることに一生懸命
私がどうして地方生物研究に行きつまりが来てL、ると | になってL 、るのを私は知ってし、る。これらの仕事が全く

考えたのか。その理由7 J ' ら説明 L なければならなし、 | 無意味だとは云わなL 、が、それらの多くの努力にもカの‘
ためしに、兵庫生物の第 l号から最近号まで手にとっ | わらず、生れてくる理論は僅少である。 Faunaを作るた

て、その内容のうつり変りをなかめて見ると、最初の 3 I めには進化機構を説明する手段と L ての動植物地理学の
号までは広L、分野にわたって空豊富な内容か盛られており | 上で、明確に位置をしめるものとして出発しなければな
生理学、古生物学、生態学、応用の各分野にわたる論文 |  らなL 、と L、う前提ヵ: 大切なのではなし、か。
が発表されてし、る O そしてFaunaやFlora に関するもの |  さて、ある地方である目録が設かの手によって完成さ
はごく少し、のであるが、本脅か 4 号になるとこの関係は | れたとしよう η たとえば蝶の目録カ‘A 氏の手によって完
逆転して、がぜ、ん、 L、わゆる同銀を中心とした博物的な | 成されたとすれば、 A 氏やA 氏と共に蝶の好きなその地
記載が増えてくるのであるn この傾向は最近になっても | 方の同好者は、次にと、んな仕事を初めるだろうかの私の
おとろえず、全体の約 8割がそれらの記事でうめられる | 知ってL、る限りでは 3つの方法をとる様である。 1つは
ことになってし、るυ ミのことこそが、地方生物学を停滞 |  さらに多くの蝶をセの地方7 J ' ら記載しようと努力を初め
させてし、る非常に大きな原因であると考える。，その地方では非常に得難し、種類を発見L て驚喜し、 L、く
限をもう少し小さな地方にうつして見ょう n 氷上郡ば |  らか種類が増えたことで満足するか、叉は、第 2 の方法
その背カ hらアマチュア生物研究の盛んな所で、円録も多 |  として、その地方だけιあきたらずに地域範囲を拡大し
くのものにつL、て出されてL る一それは1934年の氷上郡 | て同じ様な仕事をくりカ} え L てまた目録を作るか、第 3
植物日録から及んで羊歯植物、菌類、有毒櫛物、脊椎動 ! の方法は、蝶をやめて、コ方不虫の目録作りを初めるの
物、蝶類、軟体動物、クモ、そして最近では1958年の昆 l であるτ 私カゆ問り射るのは、まにこのことな
虫目録がでて、はほ高等生物全域にわたって相当時間を | のであるつ学問としての発展の可能性がここではもはや
かけた調査がなされており、どの日録も完全に近L もの | 断たれてレるわけなのであるr このような墓石を磨くよ
であろうと考えられる。 ! うな仕事はL 、くらやって見たとて大したことにはなるも
さて、兵庫県にしても、その・地方の氷上郡であって i のでなし、。
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私がゆきづまりと称する他の原因の 1つに分類、研究家
の態度がある r ある 1つの特徴をとらえて動植物を分類
すると L、う態度である♀軟体動物を例にとれば、貝殻で
分類してしたものを、生殖器でやり、歯舌でやり、はて
は産地泊、県るカ aら違うのだとLう議論1までとびだし、動
物の微細な特徴をとり上げて分割すべきだとか、統合す
へきだとか1 . ' う議論であるのあるし、はまた、動物のある
部分だけの比較カ込ら分類上の位置を動かすような試みで
ある、むやみに小さく分けてマニアを喜ばしもてあそ」戸
傾向である、このことが悔神忠夫氏をしていみじくも枚
挙精神と言わしめ、柴谷篤弘氏にその当否はとも力、くも
生物学は切手蒐集か、分子生物学に分けられると云わせ
た原因なのであるこ
私は分類学を軽視したり、学問的に無意味な仕事だな
どとは決して思わなレ。進化とはっきり結びついてなさ
れる仕事は、生物学研究の基礎になり、大切な方向だと
考えてレる c 分類学は大切であるからこそ間違った考え
方から出発してなされる分類学よりうける被害は大きな
わけであるご
! 司題は小さな違いを見つけて別種を作ったり、逆に統

合したりするところにあるのではなレ。二個体が同種だ
とか730種だとか云し、合つでもなんら学問の発展にはなら
なしのである c 重要なポイントは、なぜ違 L 、が生じた
かと L、う府、にあるのであって、なぜ変化するのかとし、
う点なのである c 問題は純粋に、進化機構の解析にあ
る♂
ーれらの行きつまりを生みだす間違った方I，'Jはなぜ生

れて来たカ h その最大の原閃は目的のなし、研究態度から
生じてくる それは科学のための科学と Lろ間違った考
え方泊ゐら生れてくるつこういう思考方法は、自分のやっ
てしる研究が学問のとの部分に位置ずけされるのヵ、とい
うニとすらわカ‘らなくしてしまう可能性か多レr

rg:アマチュアと尊門家
さて、では我々アマチュアはどのような方向に研究を

おし進めればよレか。そのことを考える先にまずアマチ
ュアと専門家と L、う立場を考えてみたし、。
アマチュアの多くは自分達が生物を研究することは趣

味としてやるべきだと考えてし、るようである。また理論
研究は専門家にまカ aせておけばよし、のだという考え方を
持つ人達もレるようである O そしてアマチュアが新らし
L  、理論的解釈を下したりすれば周囲から妙に見られがち
なものである。しかし、かえって理論研究は研究室にい
る人達よりも、外にし、て活躍してし、る人達の方が制約を
受けなしとL 、う点でもっと自由にスムーズに行われると
L  、うことが現在では見逃せなし、現象である c なにもこの
ことは今に始まったことではなし、が、大学では講座制lに
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しばられてL 、るところが多く、発言しにく L、のである?
だヵ、らアマチュアは自由であるとL、うことヵ、 1つの特権
でもある c 我々はこの特権を大いに活用すべきでなし、カ h

と考えるのである 3

しyう通しながら、アマチュアには時間もなければ、設備
もなし、し、文献も読めたものではなし、n レつも気になる
のはこのことなのである} 他の職業にありながらも学問
的な情熱を持ち続けてレる人達は多レ。しかし、これら
の諸事情は前進する人達をはばまずにはおかなレο 若し、
聞はフ 7 イトで切りぬけることも出来るだろうが‘ I[中を
越せばそうもゆカ ιなくなるのこのところを解決しなけれ
ば、我々に学問研究の糸口は開かれなし、。
文献、設備、時間とし、う基本的条件がととのってし、な

L  、ために、アマチュアの研究は、 L、きおし¥ 手っとり早
L  、Faunaj乍りか、微細分類の方向に進みがちになるので
あるこ我々にこれらの制約がある限り趣味で生物学を満
足しなければレけなレのかc 目録作り以上には出ること
ができなレものなのかじこれらの恵条件をなんとカ通解決
できなレものか。
私はここに一人の例を出して考えることにした1 . '"西

村登氏は当生物学会の会員であるが、但馬関宮で中学
教員をやりながら水棲昆虫の生態学的調査ととりくん
でおられることは多くの人達の知るところであるい他の
職にありなからも、民が最近特に重要視されている! 氏
棲昆虫の調査を行われ、生物学に限らず、生産とも結び
つl ，t.:..大きな成果を上げておられるその鍵はとこにある
か
結論il J ゐら先に出せば、それはグノレープ活動にあると言
えるコ氏は1958年、京大動物教室に内地留学され、 1年
間、河川群集研究クノレープの中でその方面の研究に着手
され、その後「ヒゲナカカワトピゲラの飛矧J i円山川
における底生昆虫の分布概要」なときわめて生態学の上
でも重要な論文を発表されたι この成果は氏のMI人的努
力がもち論大きL 、のであるが、その行動を力づけ、また
氏が理論学習の大きなよりところとされてL、るのは河川
グループなのである c

アマチュアは概L て理論に弱し、場合が多レυ 長年月、
生物学ととり組んで研究をつみ上げてレる人でも理論に
弱L、場合が多L、c だが西村氏がみごとにこの点を克服さ
れた原因は氏の個人的努力にプラスして、グノレープの中
の相互協力と、理論交換の力があったことは否定できな
レのである C

さて、結論は我々は方々で地方学習グノレープを作る必
要があるのではなし、か。我々自身が生物学理論でもっ
て、自分の研究を学問的に位置づけることにおいても、
同学の志にかこまれて力づけられることだけでも、討論
学習活動は必要である 以下p 151へ



淡水クラゲの停泊史( 利学の実験 No.7、
VoL6，1955) 
マミズクラゲと伊丹池( 採集と飼育 N o
2 ， VoL18， 1956) 
淡水のヒドラとクラゲ( 科学の安験 N o
8 ， VoL9， 1958) 
伊丹池に於けるまみずくらげの発現とそ
の生態について (1958)
淡水産クラゲにつL 、て

ることは稀であると内出亨博元カゐら御教示を頂L、た
| 珂池ともに 8 月中旬頂発生し、 10月 L:.旬まで引続き観

察調査を実施してし、たが、水削除下のためかそれ以後は
全然姿を見せなくなったわ札幌のような土地では水損が

に小さし、クラゲが生じ、 9月始めには消えて L まって生
殖腺は熟さなカ、ったようである しカ， L長崎に1955年に
発生L たものでは12月上旬の初霜の降りるまで川の水力
向く見えるほど多数発生ヵ、続L 、たとのことである。
このクラゲはよく泳ぎ、水楠に入れて観察すると、カ

サの111 < : 縮運動をくりかえしては、上方に昇ってゆく そ
して水両に達すると、収縮運動をやめて、カサの形を平
たく L 、縁膜を下へさげ、触手を長く伸ば L たままで、
ちょうと落下傘が降下するような姿勢で F方へ沈んでL 、
く。また光線のあたってレるときは水面によく間て泳く
が、光線がなくなると底の方へ沈んでしまう〈また大き
な触手を上方に上げるのはこのクラゲの特色であるハ
兵庫県の東照平野には15900もの潤池があるとし、われ
るが、なぜこのうちの 2つの池にだけ- < ズクラゲが発
生したのだろうか。他の池との環境条件の差異はどう
か{ さらにマミズクラゲの生殖・発体とその生活史など
につし、ては今後の研究課題としたL 、
この稿を終わるに当り、直接間接にし、ろし、ろと御指導

を頂いた神戸大学教授奥田義雄博士、ならびに北海道大
学名誉教授内田亨博士に心から御礼申 L 上げるつ
参考文献
内田 平

きな溜池で 9 月11日の調査では、午後 4 時の水温29 0 C、
pH6.4であった) この池の中央より東寄りに池底の水面
上に露出したIJ、さな島があり、地元の人はこれをやはり
弁天さんと呼んでいるハそしてクラゲはこの島の周辺に
最も多く浮上し、子供でも容易に手ですくえるくらし、無
数に発生したn 天が池と偶然の一致とはL、えあまりにも
環境条件がよく似てL 、るのに驚かされるコ
この池のクラケ、は生*i腺を調べた結果では全部雄ばか
りであった。ニのようにマミズクラゲは 1 つの場所に発
生するffi'rt体は全部が責任であるが、または全部iJ;雌である
ことが多l "  
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今村関 3. - < ミズクラゲのポリプカるら水母を生ずる発生段階
関 (P日¥'neによる)
これは雌雄泊 aそれぞれ違った系統のポリブから生じる

ためで、池が遼うと性が異なることがあり得るご一般に
発見される時は同じ系統の場合か多レので雌kffi両方を得 ( 未発表1960)宏祈1坪井

記

この原稿を書き終って一泊、月ほどしてカゐら、神戸では
現代生物学ゼミナーノレが、長田高校の安房先生のお世話
で開カ aれることになった。大変うれしレことでもあり、
多くの人達の参加が望まれる

追(p.200よワ続く)

これらの活動l士、兵庫生物カ iひどく専門的になったと
いう声を意味のないものに L てしまうだろうにl それが兵
庫生物に記載される論文に分析的な方向ばかりでなくし
て、総合的な方向をも見出させるであろう。; t ; j . 論形式に
せよ、輪読形式にせよ、お互の研究の相互批判ができる
場が必要である η このことこそカブマチュアに最も不利
な諸条件を救ってくれる大きな力になると思う内

suzuki



